













































































































































































































































































































これは、上記の (1)文字集合および (3)文字属性にかかわる問題であるが、その他にも、 (4)
文字検索が、 lS010646でどうなるのかも、不安材料である。
JI5漢字でも、実際に研究者が、古典テキストの研究に使うためには、オリジナルのコード表
































































現在、審議中の r(新)常用漢字表jのゆくえによっては、現在の文字コード (0213: 04)や、
Unicode ~こまで、その影響がおよびかねない。




0213:04にある漢字については (3) (4)で、水準を表示した。 rU+J とあるのは、 Unicodeo
01 韮 (4) 25 履 (4)
02 慧 (3) 26 墜 (3)
03 葉 (3) 27 佃 (3)
04 遇 (4) 28 捧 (4)
05 輩 (4) 29 聾 (3)
06 庚 (3) 30 禍 (3)
07 鯵 U+7E3F 31 肩 (3)
08 塊 (4) 32 謹 (3)
09 撃 (3) 33 1蔓 (4)
10 替 (3) 34 髄 (4)
11 矧 (3) 35 念 (3)
12 提 (3) 36 騨 U+58CO
13 捷 (4) 37 繰 (4)
14 好 (3) 38 関 (3)
15 耕 (4)※「井Jr井」を包摂。 39 轍 (4)
16 銅 U+98BD 40 撫 (3)
17 醤 U+5675 41 魯 (3)
18 准 (4) 42 紫 (3)
19 臨 (3) 43 紘 (3)
20 帽 (4) 44 俳 (4)
21 嘆い5593 45 艦 (4)
22 陀 (3) 46 闇 (4)
23 酷 (4) 47 傭 (4)
24 酷 U+9191 48 漉 (4)
32 
49 裏 (4) 57 r豆 (3)
50 蔽 (3) 58 額 (4)
51 仰 (3) 59 報 (4)
52 聞 (3) 60 嚢 (3)
53 震 (4) 61 硯 (3)
54 庫 U+5EB3 62 間 (4)
55 畢 U+8F5D 63 ー f+←J + f念j

































やしてしまっている。しかしながら、かつて、 0208の環境で書いた自らの論文を、新しく、 0213: 
04の環境で、書き直してみることには、やはり、筆者なりには意義があったと感じている。そ
れは、文字について論ずるとき、その論ずる論文を書く環境によって、論の方向、すくなくとも、
執筆の有り様が、大きく影響を受けるということを実感できたからである。
このことは、いうまでもなく、古典テキストのみならず、あらゆる文字データ資料について、
考えなければならない問題である。写本・版本をデータ入力する場合はもちろル、近代以降に活
字として出版されたテキストを、入力する場合にも、同様の問題を考えなければならない。
これは将来において、現在の文献資料(ワープロ作成の文書)を、再デ.ジタノレイヒ(文字コード
で表現)するとき、オリジナルの資料が、どのような文字環境で書かれたものか、重要な意味を
持ってくるはずだからである。
今の時代の f資料jを、「史料j として、我々は、次の世代にアーカイブズとして残してし、か
なければならない。このとき、原資料の執筆環境(文字環境・使用のコンビュータや実装フォン
ト)についても、また、残すべきデータとして、考慮しなければならない。
また、筆者自身として、本稿の執筆を契機として、かつて若かりし時の仕事で、ある『和漢朗詠
集~ (0208による)および『神岡本白氏文集』にれは、完全に手書き原稿による)などの、古
典テキストについて、どのような文字環境でエンコードすれば、どのような本文校訂上の問題が
生じるのか、再考察・再調査する必要を、強く感じる次第である。
この新たなる課題の第一歩として、本稿をしたためた次第である。
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